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１．今年の１．今年の１．今年の１．今年の「「「「渦の音クラブの集い渦の音クラブの集い渦の音クラブの集い渦の音クラブの集い」」」」はははは 11111111 月月月月11113333 日（日）に日（日）に日（日）に日（日）に遠藤元会長を講師に迎え遠藤元会長を講師に迎え遠藤元会長を講師に迎え遠藤元会長を講師に迎え開催開催開催開催    

 今年の「渦の音クラブの集い（総会＆懇親会）」は、以下の通り開催されます。同封の案内をご覧の

上、振替用紙にて参加費をお支払いのうえ、ふるってご参加下さい。 

◆◆◆◆平成平成平成平成23232323年度「年度「年度「年度「渦の音クラブの集い渦の音クラブの集い渦の音クラブの集い渦の音クラブの集い（第（第（第（第36363636回総会・懇親会）」回総会・懇親会）」回総会・懇親会）」回総会・懇親会）」◆◆◆◆    

日時：2011年11月13日（日） 12時より 

次第（予定）：  12:00－12:20 総会 

          12:20－13:20 講演会 

          13:30－15:30 懇親会 

会場：ホテル・ニューオオタニ（紀尾井町）内  レストラン「ガンシップ」（ガーデンコート ４階） 

（（（（講演会の講演会の講演会の講演会の講師）講師）講師）講師）    

遠藤哲也遠藤哲也遠藤哲也遠藤哲也氏氏氏氏（（（（元元元元・・・・IAEAIAEAIAEAIAEA理事会議長理事会議長理事会議長理事会議長////元元元元・・・・原子力委員会委員長代理原子力委員会委員長代理原子力委員会委員長代理原子力委員会委員長代理))))    

＜＜＜＜昭和昭和昭和昭和28282828年卒、渦の音クラブ元会長年卒、渦の音クラブ元会長年卒、渦の音クラブ元会長年卒、渦の音クラブ元会長＞＞＞＞    

演題演題演題演題：：：：「福島原「福島原「福島原「福島原発事故の国際的な影響」発事故の国際的な影響」発事故の国際的な影響」発事故の国際的な影響」    

外交官として我が国の原子力政策に関わってきたご経験から、福島原発事故の世界への影

響や世界の原子力政策の動向という、極めてホットな話題をご講演頂く予定です。 

幹事学年：昭和56年卒＆昭和57年卒 

※懇親会では、センバツ甲子園大会での報徳学園戦のビデオを放映予定です。あの勝利の感動

を皆さんと一緒にもう一度味わいましょう！また、竹内雅男様（昭和54年卒）には今年も「慶應ライト

ミュージックソサエティオーケストラ」OBによるバンド演奏をお願いしております。楽しみです。 

 

２．昨年の「渦の音クラ２．昨年の「渦の音クラ２．昨年の「渦の音クラ２．昨年の「渦の音クラブブブブの集いの集いの集いの集い」の様子」の様子」の様子」の様子    

 既にホームページ等でご報告済ですが、昨年の「第 35 回 渦の音クラブの集い」は 2010 年 11 月

14日（日）に、85 人を超える参加者を集めて盛大に開催されましたので、以下にご報告します（肩書き

は 2010 年の「渦の音クラブの集い」開催当時のものです）。 

 

(1)(1)(1)(1)総会総会総会総会    

 賀川浩一事務局長(昭和 54 年卒)の司会で始まった総会は、冒頭、公務多忙の中駆けつけた仙谷

由人官房長官（昭和 39 年卒）より挨拶がありました【写真１】。また、元・渦の音クラブ会長の平井学氏

（昭和８年卒：10 月 11 日死去）、渦の音クラブ常任理事の西村正之氏（昭和 52 年卒：11 月１日死去）

など、渦の音クラブ関係者で鬼籍に入られた方のご冥福をお祈りして黙祷を捧げました。その後、澤

田達男会長（昭和 49 年卒）の開会挨拶、2009 年度の会計報告、2010 年度の事業計画と予算が報告、

承認されました。そして、来賓の岡田啓二校長先生【写真２】、森一生同窓会副会長（昭和 48 年卒）
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【写真３】より、野球部の活躍などを中心に、母校の現状や同窓会の状況、後援会の紹介と協力依頼

を含めたご挨拶がありました。 

 

(2)(2)(2)(2)講演会講演会講演会講演会    

引き続き行われた講演会は、脳神経外科医でテレビ等にも多数出演してご活躍の阿部メディカル

クリニック院長の阿部聡先生（昭和51 年卒）を講師に迎え【写真４】、「下町で診る」と題して、下町の歴

史を分かり易く解説するなかで、下町の人間づきあいと脳の関係について「居場所」をキーワードとし

た楽しいお話をお聞きすることができました【写真５】。 

 

(3)(3)(3)(3)懇親会懇親会懇親会懇親会    

会場を移して、幹事学年の桜井歩さん(昭和 57 年卒) の司会で始まった懇親会は、まず出席者で

最年長の桝富進氏（昭和 23 年卒）に乾杯の挨拶を頂戴しました【写真６】。なお、北朝鮮拉致被害者

の横田めぐみさんのお父様の横田滋さん（八万小学校卒業、旧徳島中学に１年生まで在学）から、同

じ徳島中学・城南高校の同窓生への拉致問題解決に向けたメッセージが寄せられ、桝富さんが代読

しました（横田めぐみさんのお祖父さんの横田庄八先生は、昭和 18 年まで旧徳島中学の漢文の先生

だったそうです）。 

 

懇親会では、今年も竹内雅男氏（昭和54 年卒）を中心とする「慶應ライトミュージックソサエティオー

ケストラ」ＯＢメンバーによるジャズﾞ演奏のもと、同窓生による楽しい懇親が行われました。今年の懇親

会企画は「東京で味わう徳島の味」と題して、昭和 56 年卒と昭和 57 年卒の幹事有志の実体験を踏ま

えたグルメレポートがスライドにより報告されました。また、徳島県東京事務所の利穂拓也係長（昭和６
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２年卒）から、「城南高校に行ってきました」と題した城南高校や郷里徳島の現況報告と、ふるさと納税

についての説明がありました。尚、県事務所からは、参加者へのお土産として徳島の名産品に加え、

懇親会での料理（ちくわ、フィッシュカツなど）の差し入れもいただき、会員一同ふるさとの味を堪能さ

せていただいきました。 

 宴たけなわとなったところで、最後に参加者一同による「旧制徳島中学校歌」、「城南高校校歌」を斉

唱しました【写真７】。時間の経つのはあっという間で、今年度幹事を努めた昭和 56 年卒と昭和 57 年

卒の皆さんから挨拶があり【写真８】、平成 22 年度の「渦の音クラブの集い」は成功裏に終了しました。 

 

３．３．３．３．硬式野球部の活躍硬式野球部の活躍硬式野球部の活躍硬式野球部の活躍    

 春夏通じて初めての甲子園出場に、甲子園に応援に駆けつけた方も、テレビで応援した方もいたと

思います。報徳学園に歴史的な勝利！ 鹿児島実業には惜しくも敗れましたが、精一杯戦った選手

には感動しました。夏の徳島県予選は準々決勝で残念にも生光学園に０対１で惜敗し、春夏連続の

甲子園出場は適いませんでしたが、「文武両道」の城南高校らしい活躍は、本当に頼もしく嬉しい限り

でした。硬式野球部を含め、一層の母校の活躍に期待したいものです。以下に、元・野球部マネージ

ャーの綱島さん（昭和 55 年卒）撮影のスナップなどをご紹介します。 

  報徳学園戦のスナップ 

 

 

 

 

 

鹿児島実業戦のスナップ 
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４．４．４．４．母校、故郷のための支援母校、故郷のための支援母校、故郷のための支援母校、故郷のための支援・協力の・協力の・協力の・協力のおおおお願い願い願い願い    

（１）渦の音クラブによる母校部活動への支援（１）渦の音クラブによる母校部活動への支援（１）渦の音クラブによる母校部活動への支援（１）渦の音クラブによる母校部活動への支援    

 渦の音クラブでは、全国大会で上京した母校の部活動に支援を行っています（「春高バレー」への

支援など）。渦の音クラブの会費は、会員の皆様への連絡費用に留まらず、母校への支援金の原資と

もなっておりますので、会費の納入を宜しくお願いします。 

（２）城南高校後援会による母校部活動への支援（２）城南高校後援会による母校部活動への支援（２）城南高校後援会による母校部活動への支援（２）城南高校後援会による母校部活動への支援と「同窓会報」の発行協力金と「同窓会報」の発行協力金と「同窓会報」の発行協力金と「同窓会報」の発行協力金    

 城南高校では各種部活動への支援を行う「城南高校後援会」が平成 13 年に発足し、PTA である松

柏会、同窓生の交流を図る同窓会と連携して部活動への支援活動を行っています。後援会と本部同

窓会のホームページも充実が図られ、インターハイへの遠征支援などを行っています。支援金の振り

込み方法などの詳細は城南高校後援会の HP をご覧下さい。また、同窓会本部が発行している「同窓

会報」は、85 号（７月22 日発行）より全卒業生（住所が判明している約２万５千人）への個別郵送になり

ました。「発行協力金」の案内が同封されていたと思いますので、ご協力宜しくお願いします。 

（３）（３）（３）（３）「「「「ふるさと納税」による故郷徳島への支援ふるさと納税」による故郷徳島への支援ふるさと納税」による故郷徳島への支援ふるさと納税」による故郷徳島への支援    

 故郷徳島への支援を行う「ふるさと納税」制度も既に４年目を迎えました。徳島県のふるさと納税額

は全国でも上位であり、徳島県人の故郷への「熱い想い」が伺えます。「ふるさと納税」は、徳島県等

に郵便振り込み等で寄付金を振り込み、その寄附金のうち一定の額（所得により 3,800 円～4,850 円）

を超える部分については、住民税の概ね 1 割を上限として所得税と合わせて控除されます。また、徳

島県の場合は、広報誌「ＯＵＲとくしま」１年分（年８回）、特産品のすだち、県立施設（近代美術館、文

学書道館、渦の道など）ペア招待券などがお礼として送られるそうです。「渦の音クラブの集い」でふる

さと納税のパンフレットをお渡しする予定ですので、ご協力宜しくお願いします。 

 

５．５．５．５．事務局たより事務局たより事務局たより事務局たより    

 東日本大震災から既に（未だ・・）６ヶ月となりました。被害を受けた皆様には、心よりお見舞い申し上

げます。３月 11 日は、都内で城南高校の春のセンバツ甲子園出場を応援する会を開催する前日でし

た。都内での甲子園出場を応援する会は中止となりましたが、開催準備等でご協力頂いた皆様、本

当にありがとうございました。 

我が家で伝統ある渦の音クラブの事務局をお引き受けして１年が過ぎました。至らない点も多々あ

りますこと御容赦下さい（個人宅のため連絡がメール、fax 中心となっております）。ホームページもブ

ログは書き込んでおりますが、今後は HP の更新頻度を一層高め、会員の皆さまとの連絡を密にして

いきたいと考えておりますので、ご支援宜しくお願い申し上げます。 

また、８月 13 日（土）に徳島で開催された同窓会本部総会には、

渦の音クラブから澤田会長、生田副会長が参加しました（写真は同

窓会本部総会で挨拶する澤田会長）。同窓会本部と渦の音クラブ

（関東地区同窓会）の連携を密にし、母校の支援と、同窓生の交流

の強化・拡大、渦の音クラブの発展に努めたいと思います。 

 なお、2011 年の「渦の音クラブの集い」の講師の渦の音クラブ元会長の遠藤哲也氏(昭２８卒)は、

2010 年春の叙勲で「瑞宝中綬章」を授与されております。心よりお慶び申し上げます。 

事務局：三橋浩志・稔子（昭和 59年卒）  発行：2011年 9 月 15日 


